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９月18日、種梅地区敬老式を開催

山の事業について

7.15豪雨災害について

コロナにより３年間開催できなかった種梅地区の敬老式が、

９月18日二ツ井公民館で行われました。

休止の期間を含めて４年分、16名の方々が初養老として紹

介され、会場からは歓迎の拍手で迎えられていました。

斉藤市長と高橋県議も来賓として駆け付け、先輩の皆様の

健康と長寿をお祝いするあいさつがありました。

祝宴に入ると、踊りやカラオケが次々と出てご祝儀のおひ

ねりも飛び交うなど、数年ぶりの再会を楽しみながら会話

がはずんでいました。
当番の種部落区長が開会のあいさつ

〇林道田ノ沢悪戸線（延長3,115ｍ）

３年間にわたる事業が完了し、９月には

全線開通しました。 今後、田ノ沢地域の

私有林の間伐などが予定されています。

諸先輩の話によると昭和22年以来の大洪水とのことで、種梅川の堤防や田んぼは各所で甚大な被害を

受けました。

〇農地災害

梅内地区の災害復旧について、９月１日に能代市からの説明会を開催してもらいました。

被災個所ごとの説明もありましたので、参加した方はある程度状況を理解できたと思います。

今後のスケジュールは国との関係で決まるため、詳細はまだ未定とのことです。

〇種梅側の堤防決壊について

基本的には国の災害復旧事業で復旧するので、時期としては早くても冬の工事になる。

トンパックなどによる応急処置も考えているが、どこの業者も工事を手いっぱい抱えていて事業が

落札にならない状況が続いている。（秋田県）

〇道路の復旧について

市道や県道はかなり復旧が進んでいます。

林道は被災個所が多すぎて時間がかかるが、順次復旧工事を進める。（能代市）

〇林道根太北線（延長1,780ｍ）

今月、支障木の切り出しがはじ

まりました。来年度から３ヶ年で本

格的工事がはじまります。

〇カラマツを植樹

西の沢の残地1.92Haに新たに

カラマツを植樹、すべて補助金

でまかなわれ、聚落の持ち出し

はありませんでした。



　今後の予定

　　・空き家の持ち主の方に、「貸す、または売る」

　　　という気持ちがあるかの意向調査を行う

　　・12月上旬　聚落費のお願い

　

　

 

大学との連携

各種体験事業

林道は被災個所が多すぎて時間がかかるが、順次復旧工事を進める。（能代市）

以上については、９月16日に回覧板を発行してお知らせをいたところです。

さらに不明の点などがありましたら、地域の協議員などにお問合せください。

梅内では今年も各種の体験イベントを実施しています。

こうしたイベントや交流などを続けてきたことにより、能代市や秋田県、県内外の大学、先進的な他地

域と連携することができており、その結果、人や情報が梅内に入ってきて、補助金なども利用しやすく

なるなど、梅内の活性化に大きくプラスになっています。

〇実施済のイベント

ワラビ採り体験、ミズ採り＆料理体験、郷土芸能ライブ配信、チェンソー体験、

二ツ井小学校の山に親しむ体験、テントサウナ体験、など

〇今後のイベント

だまこ鍋作り体験、ソバ打ち体験、どんぐり木工体験など

＊ 楽しくが基本、住民の皆様の参加は大歓迎です ＊

〇国際教養大学・・学生が梅内について勉強する地域連携授業を行っています

10/1 山との関り（宝の森林Ｐの取り組みなど）

10/29 山の恵み（山菜倶楽部の取り組みなど）

12/10 コミュニティセンターで学習成果の発表会 -- 興味ある方はぜひ参加ください

〇信州大学・・馬子岱の大型海生生物の化石発掘

7/29～8/4   学生４名で発掘作業（コミュニティセンターに合宿）

10/31～11/5 ２回目の発掘作業、教授・学生３・その他２名（ 同上 ）

今後の化石の発掘やクリーニング作業には梅内住民も参加してもらうことを検討中

〇秋田県立大学（数年来の交流がある）

10/9 学生３名と県の職員が土場で薪割り体験、コミセンまわりの草刈り作業奉仕など

〇大正大学（数年来の交流がある）

6/2 梅内の山林事業について「山村活性化支援交付金」を利用できないか、出川先生と打ち合わせ

梅内聚落コミュニティセンター(旧さんぽえむ)をご利用ください

今年度は聚落住民は使用料が無料、トイレは水洗、冷暖房完備、調理器具も充実。

グループの集まりなどに、どんどんご利用ください！

※市の教育部から、地域からの要望による樹木の

伐倒予定について連絡がありました。小学校向かい

グラウンド側の７本の老木・大木の枯れ枝などが、水

路や道路に落ちるなどの支障をきたしているとのこ

とです。この件について何かご意見や情報をお持

ちの方は、最寄りの協議員にご連絡ください。




